






近年,わが国はめざましい経済発展に伴って,食生活の欧米化が進み,動脈硬化,糖尿病,高

脂血症などいわゆる成人病が問題となってきた。一方,このような成人病は学童期,青年期

にすでにその傾向が表われることが欧米では指摘されているが,わが国でも早晩同様の傾

向が現われるのではないかと懸念されている。 

今回,われわれは大阪近郊の都市(岸和田市)の中学生を対象に血清脂質(特に HDLコレステ

ロール)に関する血液性状と栄養摂取状況との関連を明らかにするための基礎的検討を行

った。 


